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参加者数は 26組 66人（内訳：小学生 27人，高校生
4人，未就学児童 10人，大人 25人）であり，スタッ
フはあざおね社中 20人，青根山王会 10人，RAC15
人の計 45人であった。
　事故もなく，安全に事業は実施された。
6．成果と課題
　参加者の内訳は都市部から 53人，津久井地域から
8人も参加してくれており，都市部と津久井地域との
人的交流は達成された。とくに NHKecoパークで本事
業を知った世田谷在住の親子 2組が参加してくれたこ
とは特筆したい。
　参加者アンケートによると，プログラムへの満足度
も高く，川で安全に学ぶ方法も学んでくれたようであ
る。他方，プログラム進行上の時間管理や食事の提供
については課題があったようである。
　準備に携わった学生達は，今回の「実践コミュニ
ティ」へ参画したことで，多くの学びを得た。
　他方，青根山王会との協働・役割分担には課題が
あった。
